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ま
ち
の
形
は
、
島
原
道
路
の
進
捗
、

人
口
の
動
向
な
ど
時
代
と
と
も
に
変
化

を
し
て
い
る
。
都
市
計
画
も
時
代
と
と
も

に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
？

　
　

昭
和
40
年
の
指
定
以
降
、
８
回
に
わ

た
り
用
途
地
域
の
追
加
や
変
更
を
行
っ
て

き
た
。
今
後
は
、
５
年
ご
と
の
都
市
計
画

基
礎
調
査
の
結
果
な
ど
を
基
に
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
市
全
体
の
土
地
利
用
を
見
極

め
な
が
ら
、
県
と
協
議
し
、
都
市
計
画
審

議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　

①
企
業
誘
致
の
候
補
地
は
？

②
水
源
調
査
の
進
捗
は
？

③
用
地
確
保
で
の
課
題
は
？ 

　
　

①
杉
谷
運
動
広
場
、
礫
石
原
町
の
九

州
地
区
国
立
大
学
島
原
共
同
研
修
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
ほ
か
、
一
定
の
広
さ
を
有
す

る
民
有
地
を
候
補
地
と
し
て
考
え
て
い

る
。

②
水
源
調
査
は
杉
谷
運
動
広
場
付
近
で
実

施
し
、
豊
富
な
地
下
水
の
取
水
が
可
能

な
帯
水
層
が
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。

③
企
業
誘
致
候
補
地
を
探
す
中
で
、
広
さ

や
主
要
道
路
か
ら
の
距
離
、
水
や
電
力
な

ど
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
も
、
都
市
計
画
上

の
用
途
地
域
や
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、
誘
致
案
件
を
逃
す

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
　

ど
の
よ
う
な
場
所
が
適
地
だ
と
考

え
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
の
か
？

耕
作
放
棄
地
の
活
用
や
用
途
地
域
の
見
直

し
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
が
？

　
　

島
原
道
路
の
延
伸
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
が
適
地
と
な
り
え
る

が
、
都
市
計
画
用
途
地
域
や
農
業
振
興
地

域
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
候
補

地
と
し
て
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
る
。
今
後
は
用
途
地
域
の
見
直
し
や
農

業
振
興
地
域
の
除
外
な
ど
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
当
初
予
算
の
特
徴
と
目
玉
事
業

◇
指
定
管
理
者
制
度

◇
ま
ち
づ
く
り
の
委
託

◇
通
学
路
の
安
全
確
保

◇
舞
岳
山
荘
の
活
用

　
　

今
回
見
つ
か
っ
た
堀
の
水
位
調
節
機

能
に
は
、
私
も
驚
き
、
当
時
の
松
倉
重
政

公
が
熟
慮
し
て
築
城
さ
れ
た
こ
と
に
、
た

だ
た
だ
関
心
し
て
い
る
。
全
国
的
に
ど
こ

に
で
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
こ

れ
ま
で
も
武
家
屋
敷
通
り
に
空
き
家
が
な

い
よ
う
に
で
き
な
い
か
考
え
て
き
た
が
、

そ
の
対
策
の
足
が
か
り
と
し
て
、
今
回
、

国
、
県
、
市
長
も
本
気
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
関
連
す
る
問
題
も
一
緒
に
取
り
上

げ
る
こ
と
も
ま
た
市
長
の
考
え
次
第
で
あ

る
。
市
長
の
本
気
度
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

４
０
０
年
前
の
す
ば
ら
し
い
技
術
で

あ
り
、
島
原
城
保
存
計
画
委
員
会
の
先
生

方
に
聞
い
て
も
、
全
国
に
誇
れ
る
す
ば
ら

し
い
石
垣
で
あ
る
と
の
こ
と
。
保
存
計
画

の
先
生
、
さ
ら
に
専
門
家
に
き
ち
ん
と
評

価
し
て
も
ら
い
、
早
い
段
階
で
国
の
文
化

財
指
定
を
受
け
た
い
。
武
家
屋
敷
通
り
の

古
民
家
に
つ
い
て
は
、
移
住
者
の
観
点
を

大
事
に
し
な
け
れ
ば
移
住
政
策
は
進
ま
な

い
。
関
係
部
署
が
一
緒
に
な
っ
て
、
武
家

屋
敷
の
空
き
家
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

武
家
屋
敷
周
辺
の
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
、
空
き
家
所
有
者
に
対
す
る
意
向
調

査
の
結
果
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
10
月
に
実
施
し
た
江
戸
丁
、

下
の
丁
の
通
り
の
空
き
家
所
有
者
に
対
す

る
意
向
調
査
で
は
、
そ
の
ま
ま
活
用
で
き

る
が
６
件
、
一
部
修
繕
す
れ
ば
活
用
で
き

る
が
２
件
、
建
物
が
倒
壊
し
た
場
合
、
隣

接
建
物
に
影
響
が
あ
る
が
２
件
。
活
用
が

見
込
ま
れ
る
空
き
家
の
う
ち
、
家
財
道
具

が
入
っ
て
い
る
も
の
が
２
件
、
年
間
を
通

し
て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
３
件
、

未
回
答
が
３
件
。
未
回
答
を
除
い
た
活
用

が
見
込
ま
れ
る
空
き
家
の
所
有
者
の
意
向

と
し
て
、
売
却
希
望
が
１
件
、
解
体
希
望

が
１
件
、今
後
検
討
中
が
３
件
で
あ
っ
た
。

　
　

城
西
中
の
丁
と
古
丁
、
少
な
く
と
も

こ
の
２
町
く
ら
い
は
協
定
地
区
を
広
げ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　

鉄
砲
町
の
街
づ
く
り
協
定
地
区
は
、

下
の
丁
の
全
部
、
江
戸
丁
、
城
西
中
の

丁
、
新
建
の
一
部
で
あ
る
。
石
垣
な
ど
歴

史
的
建
造
物
の
保
全
や
歴
史
的
景
観
の
継

承
を
図
る
目
的
で
、
令
和
２
年
12
月
に
協

定
が
締
結
さ
れ
た
。
城
下
町
の
歴
史
を
生

か
し
た
良
好
な
町
並
み
景
観
を
整
備
、
保

存
す
る
た
め
、
個
人
の
建
築
物
な
ど
修
景

整
備
に
対
し
補
助
率
３
分
の
２
以
内
で

２
５
０
万
円
を
限
度
に
補
助
し
て
い
る
。

協
定
地
区
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
住
民
協
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
と

話
合
い
を
重
ね
、
拡
大
を
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
町
内
会
の
組
織
づ
く
り
と
運
営

◇
市
の
事
業
推
進
と
人
事
異
動
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持
続
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眉山クラブ

まつい　だいすけ
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